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関 係 法 令 七号－一一ーーー －－・........ ‘酔ーー・・．
法 f季
第 1 1 9号 一般職の職 員の 給与に関 す る 法律等 の 一部を
改正す る 法律 34 . 4 . 1 3 官報
第 1 4 7号 国税徴収法 4 . 20 。
第 1 48号 国 税徴収法の施行に伴 う 関係法律の 整理等に
関す る 法律 4 . 20 ij 
第 1 50 号 物品 税法の 一部を改正す る 法律 4 .2 1  。
第1 63号 国家公務 員共済組合法等の一部を改正す る 法
律 5 . 1 5  // 
第1 64号 国家公務 員等 退職手当 暫定措置法の一部 を 改
正す る 法律 5 .  1 5  ij 
政 令
第1 22号 予算決算及び会計令の一部を 改宣す る 政 令
34 . 4 . 1 3官報
第1 23号 文部省組織令の一部を改正す る 政令
4.13 // 
第1 30号 思給給与規則の 一部を 改正す る 政令
4.14 グ
第 1 3 1 号 恩給法別表第 1 号表の 2 及 び別 表第 1 号表 の
3 に規定す る 疾病を定め る 政令 4 .  1 6  グ
第 1 44号 物品税法施行規 則の 一部 を 改正す る 政令
4 . 2 1  // 
第207号 国家公務 員共済組合法施行令の一部を改正す
る 政令 6 .  1 。
第208号 国家公務 員等退職手当暫定措置法施行 令の ー
部を 改正す る 政 令 6 .  1 。
第229号 文部省組織令の一部を 改Eす る 政令
6 . 30 ィ？
第254号 国立学校設置法施行令の一部を改Eす る政令
7 .1 1 。
第258号 予算決算及び会計令の一部を改正す る 政 令
7. 20 // 
第287号 国家公務 員共済組合法施行令の一部を改正す
る 政令 9 .  5 ij 
府 令
第22号 思給給与細則の一 部を改Eす る 総理府令
4 .1 6 官報
第23号 思給法の 一部を 改正す る 法律の規定に よ る増加
第17 号
恩給の加 給改定請 求手続に関す る 総理府令
4 .  1 6  // 
省
文部； 8 号 文部省設置法施行規則の一部を改正す る 省 ！
令 34 .4 . 1 4 ク
大蔵第3 1号 物品 税法施 行細則の一部を 改正する省令
4 .30 イア
大蔵第3 7号 国家公務員 共済組合法施行規則の一部を 改
正 す る 省令 34 . 5 .1 4 官報
文部第 14号 学校教育需給調査規則の一部を 改正す る 省
令 5. 1 官 報
。 第 1 6号 国立学校設置法施 行規則の一部を 改正する
省令 5.  1 6  ;; 
。 第1 8号 文部省設置法施 行規則の一部 を改正すを省
令 7 .  1 // 
。 第 19 号 国立学校設置法施行規則の一部を改正す る
省令 7 .  11 。
。 第2 0号 教職 員免許法施行規則の一部を 改正す る 省
令 7 .  25 // 
司II 令
内閣第 1号 「送 り が なの つけ方」 の実施につい て
7 .1 1  // 
規 良lj
人事院9-22 暫定手当の一部を改正す る 規則
4 . 1 3 
人事院9 -26 職務 の等 級の最高の号 俸を こ える 俸給月
額を受ける 俸給月 額 4 .  1 3  // 
会計検査院第 3号 計算証明書見則の一部を改正 す る 規則
4 .  27 // 
人事院9-1 7 俸給の特別調整額の一部を改正 す る 規則
6 .  8 // 
告 刀て
大蔵第86 号 物品 税法施行規則第 26 条第1 4号の規定に よ
る 物品 の指定に関す る 一部を改正 す る 件
4 .  30 // 
文部第54 号 学校 教員 需給調査を行 う年度は唱和34 年度
とする 件 5 .  1 イア
大蔵第一1 05号 物品 税法施行規則第28 条の6 第1 項第 1 号及
び第2号の規定に よ り 物品 を指定す る 表示
を定め る 告示の 一部を 改め る 件
5 . 28 ，， 
文部 第6 5号 文部省 共済組合運営規則 7 .  9 。，
内閣第1 号ー 現代国語を書 き 表 わすため各行政機関にお
いてす るべき 送 り がなのつけ方の標準を定
めた件 7 . 1 1  // 
通 達
0 文部省 発注工事請負等契約規則の一部を 改正す る 訓
令について（7 .20文会総66 0号）
，出・す輔
0 文部省 所管旅費規則の一部を改正す る 訓令 （7. 20文
会総66 5号）
0 文部省 債権管理事務 取扱規程の 一部 を改正す る 訓令
について（7 . 20文会総6 57号）
















































学 則の一 部改正 (8 月 1 9 日 評議会）
第50 条中
教 育学部
第一中等教育科 ｝} ( 4 年 課程） 580 名 を
第 一初等教育科 j 625 名 に
第二 中等教育科 1� ( 2 年課程） 70名 を
第二初等教育科 j 30名 に
それぞれ改め る 。
付目lj第1 条に 次の 付則 を加 え る
付 則
こ の学則は昭和34年8 月1 9 日から実施 し
昭和34 年4 月 1 日 か ら適用す る 。
工 学 部規程の一 部 改 正
別 表
電気工学科中
工業力学の次に 「蒸気権 2 」 単位を加え蒸気原動機
「 6 J単位を 「 4 」 単位に 改め る 。
工業化学科中
合成樹脂 「 2 」 単位を 「 4 」 単 位に改め 「有機工業
化学特論 1」単位を削る 。
付則に次の付則を加 え る 。
付 則
こ の規程は昭和 34 年 8 月 1 9 日から実施 し 、昭和34 年4 月
1 6から適用 す る 。
- 2-
報 昭和34年1Q月 15日
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技能員（教育学部炊婦〉 ！小善 ''/ ヤ l技能員（教育学部炊婦〉に配置換する（定員内）｜
臨時制（教育学部〉 ｜ 島田政信｜事務員（教育学部〉に配置換する
事務員（教育学部〉 ｜浦田隆志｜教育学部付属伴校に配置換する ！ 
事務員く教育学部付属f沖校〉 i草島幸雄｜補導課に配置換する ｜ 
臨時駐L経済学部〉 j酒井陸夫｜事務補佐員（経済学部〉に配置換する 1 1. 1 
// （会開〉 ｜平林富子； 。 （会計課〉 。
（文理学部〉 ｜長 沢 義 男1 // 〈文理学部〉 庁 I // 
// i増田夏樹｜ グ ｜ 
｜涌井芳朗｜ グ
j野尻津喜夫｜ グ （教育学部〉 グ
！清 水 光忠1 // （教育学部付属中学校〉 。 ｜ 
｜板谷忠良｜ グ 〈教育学部付属小学校〉 。 ｜ 




























































































































































加 藤 藤 次 郎
ア






中 崎 由 次 郎




城 川 久 美 子
｜ 異 動 内 容 ｜発令月日I // （薬学部〕
｜ グ 〔付属図書館土学部分館〕 λ 
｜ グ （付属図書館〉 。 ｜ 
｜ 研究補佐員（薬学部） 。
I ij （工学部〉 。 ｜ 
｜技能補佐員〈庶務課〉 。 ｜ 
I ij （文 理学部〉 。 I 
｜東京芸術大学 に出向させ る ｜ 
｜事務員（工学部〉 に配置換する ！ 
｜広島大学教授理学部 に配置換す る ｜ 
｜教授に昇任させ る I 
1施設課営繕係長 に昇任させる ｜ 
｜ 助教授に昇任させ る i 
i富山大学文 理学部看護婦に転任させ る I 
l富山大学教授経済学部 に配置換す る富山大学経営短期大学主事の併任 を 解除す る
｜休職の期間を昭和問1月 7 日まで更新す る ｜ 
｜休職の期聞を 昭和向山4日まで更新す る ｜ 
｜休職の期聞を 昭和昨1月3日まで更新す る I 
l休職の期聞を 昭 和昨1月15日まで更新す る I 
l国家 公務員 時79条第1号の規定はより休職す る ｜休職の期聞は昭 和35年9月21日 までとす る ｜ 
｜辞職を承認す る－ ｜ 
L一一一一二一 ｜ 
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｜ 荒 屋 克子｜
｜田中崇子 ｜
｜ 高山藤一郎｜
｜ 泉 三郎 ｜
｜ 宮下春男｜
｜宮 木 唯雄｜



































































































基｜ 文 部技官に任官させ る
｜昭和昨度文部省内地 研究員を命ず る
｜ 富山大学評議員 に併任す る任期は昭和35年3月31日 までとす る｜ 富山大学評議員 に併圧す る任期は昭和36年5月31日 までとす る
中沖大七郎 l























































































































｜ 任期は昭 伺35年9月30日までとする土 生 滋 穂 ｜｜ 富山大学経営短期大学部主事に併任する
！ 任期は昭和35年9月30日までとする
l講師（文理学部）に採用する中 性 哲 ｜l任期は昭和35年3月31日までとする
｜楠 顕秀｜ 庁 ｜ グ
｜菊池靖雄l // I // 
I ｜講師（教育学部）に採用する ｜ 鮒本 谷 喜兵衛 I 4. 6 任期は昭利35年3可31日までとする
｜今井 尚信 ｜ グ ｜ 
｜大 田 正 行｜ グ I // 
｜ 西出 靖夫l I/ 
！大沢多美子1 ij I 
｜小柳津三郎i ij I ｜福 田 実｜ グ
！萩野啓之助1 // I グ
｜矢後正之l ij I ij 
｜斉 藤 現 常1 // 1福 田 博 ！任期は昭和34年ん30日までとする ｜ ｜株 犬 門｜ グ ｜ グ
｜塩岡貞次郎｜講締（薬学部）に採用する I 4. 13 任期は昭和35年3月31日までとする ｜ 
！ l講師（工学部）に採用する宇津 一郎 \ 4 16 1 任期は昭和35年3月31日までとする
「 田中道夫 「講師（文理学部） に採用す〆－ ｜ i 任期は昭和35年3月31日までとする ｜ 
！
進 野 久五
郎�G；；���－�；34年9� 30日までとする I ij 
i渡部正雄1 ij \ s. s 
己三七 。 － i土28
1小島公一郎（ グ I 7. 
1鈴 木 俊i グ
｜岡 正雄！ グ i 7 .  6 
大島国雄i I 6. 20 I 講師（経済学部）に採用する任期は昭如34年9月30日までとする
｜神野時一郎｜ 。
｜ 講師 （工学部）に採用する糊 場 重 男 I市川壬期は昭和34年1 0月 31 Bまでとする！ ！講師（経済学部）に採用する村井藤十郎 ！ 任期は昭和34年9 月 30日までとする
l講師（文理学部）に採用する｜同 武雄｜任期は昭和3�年3月31日までとする
教授（文理学部）
現 ドー，局 識 氏 内 容 日
5 一6
日リ
















1号 ’官 職 氏 名
大 田栄大郎
l嶋 田 草i 春
石 黒 光 被
下斗米 ム尽、









講師（教育学部〉に採用す る任期，.. i昭和35年3月31日ま でとす る
i グ














講師（工学部〉 ｜葉山益次郎｜ グi 一一一一一一議百（支軍手蔀)K昭子三7 「一一一一講師（教育学部〉 ｜ 泉 伝 .11!11 I 任期は昭和35年3月31 日 までとす る ! 4. 13 ｜田中久雄｜
｜金子基之｜ グ I j有沢一男｜五逗長函一一一 一寸五五王町一一一一一つ一一一一一一「つ一
助教授（グ〉 ｜林 勝次｜ 。
｜藤木興三1 // 
1 水 井謹作 ｜
�竺����
｜ 都 島 文 行 ｜
I＿！：＿日稔L一一二一一一一 一L二一｜ ｜ 講師（経済学部〉に併任す る ｜ 助教授（教育学部〉 ｜林 勝 次 ｜ 任期は昭 和 35年3月31日ま でとする I 4. 1 o 
講師（ハ ： ｜ 田±ム竺下 。 一 仁王二
｜金 子 基之｜
l有沢一男｜ グ
｜ 加 藤 正 ｜ グ ！ 。
！南 日｜田中久雄
// イジ















実 ｜講師（薬学部j に併任す る｜任期は昭 相34年9月30日までとする
｜ 講師夜育 学部〉に併任す る任期は昭如35年3月31日ま でとす る
｜講師（経済学部〉に併任す る任期v.t昭拘35年3月31日 までとす る































｜氏 名｜ 異 動 内




｜永原 茂1 // 
｜金 子 基 之｜ グ
｜野 崎 富 作i任期は昭和34年ふo日までとする
｜ 石 黒 国雄｜ 任期旦巴邸主1＿日空立歪
岩井隆盛rt I � ： 6. ｜ 暗愚（文理学部〉に併任するl任期は昭和34年9月30日までとする
｜鈴 木 寛 ｜任期は昭和3� 年3月31 日 ま でとする
｜江田義計｜ 。
I l講師（経済学部〉に併任する阿 部 統 任期は昭和34年9月30日までとする
｜田中 道 夫 ｜ 講師（薬 学部〉に併任する任期は昭和35年3月31日までとする
い ｜ 語百夜辞部〉 に併任す る浦 元 俊 任期主堕皇室�l_旦11主主主主歪
｜三 ｜教授（文理学部〉に併任する国 一義 任期は昭和35年3月31日までとする
い 沢 寿 三L盟旦阻自30日までとする
｜玉生 E 信｜ グ
｜佐々 亮｜ // 
｜植村 元覚1 // 
｜黒坂富治｜思議弘主要智治官官なす る
｜ 頭川徹治｜ 。
助教授（経済学部〕 」菅原 副 // 















｜池田直視｜任期は昭和34年9月30日までとするI J11瀬金次郎 ｜講師（教育学部） に併任するド ｜ 任期は昭和34年9月30日までとする
｜ 斉藤 利三 郎 ｜講師（経済学部〉に併任するl任期は昭如35年3 月31日までとする
｜田中 憲 三｜講師（文理学部Jに併 任する｜任期は昭如35年3月311ヨまでとする
｜木村陽二郎i 任期ば昭如34年9月30日までとする
｜ ｜講師〈教育学部〉に併任する能 登志雄 任期は昭和34年9月30日までとする
｜ ｜ 講師〈文理学部〉 に併任する近 角 聴 信｜l 任期は昭和34年12月31日までとする
｜ 萩 屋 薫 ｜講師〈教育 学部〉 に併任する任期は昭和34年9月30日までとする
｜ ｜講師〈経済学部）に併任す る細 井 卓 任期は昭和35年3月31fヨまでとする
｜ ｜助教授 （文理 学部） に併任する新‘田隆信 任期は昭如35年3月31日までとする
｜ ｜講師（経済学部）に併任する山 城 章 任期は昭和35年3月31日までとする
｜ ｜講師 （文理学部）に併任す る玉 生 正 信 ｜｜ 任期は昭和35年3月31臼までとする
｜ ｜ 講師 〔文理学部〉に併任す る伊 東 法 俊 ｜ 任期は昭和35年3月31日までとする



























助教授〈 。 ） 

















職 ｜ 氏 名 ｜ 異 動 内 容
｜ ｜講師（富山大学経営短期大学部）に併任す る坊宝 正 治 ｜｜任期は紹和35年3月31 日までとす る
｜野 崎 富 作｜
｜内田 穣 吉｜
｜ 山崎 ； 
｜ 水 井 謹 作｜
｜ 有沢 一 男｜
｜ 山 本健 麿 ｜
｜時川 栄 作｜
｜加 藤 正｜
｜ 頭 川 徹 治｜
｜田 中 ： 
｜ 原 富 慶 大 郎 ｜
｜森下二 次 也｜望需品総評青空習を哲は
併任す る




｜石瀬 苓 治 i // 
｜ ｜医員（富山大学経営短期大学部）に併任す る内田 重 遠 任期は昭 和35年3月31 日までとす る
｜ 田 中 文 信｜補導協議会委員を免ずる
｜ ｜補導協議委員を命ず る石 瀬 秀治 任期は昭 和34年7月31日までとす る
｜ 福 島 栄 叶 特 別教職謀程委員 会 委員を命ずる←ぃ｜任期は昭和35年3月31日までとす る
｜ 佐々木龍作 ｜ 認定請習委員会委 員
を 命ずる任期は昭 和36年3月31日までとす る
｜ 清 上 茂 夫｜一般教育 委会 委 員を 免ずる
｜ ｜ 一般教育委員会委員を命ず る時川 栄作 任期は昭 和34年7月31 日までとす る
i 城 宝 正 治｜特 別教職課程委員 会 委員を免ずる
｜ ｜特別教職課程委員会委員を命ずる田 中文 信 任期は昭 和35年3月！日までとす る
｜土 生 滋 穂 ｜ 建築委員会委員を命ずる｜任期は 昭 和34年9 月 3 0日までとす る
｜ ｜認定講習委員会委員を命ず る新田 隆 信 任期は昭 和36年4 Jl 15日までとす る
｜山崎 ： 
｜石瀬 秀 子 一般教育委員会委員 を命ずる｜任期は昭 和36年4月15日までとす る
｜ 池田 直視｜
｜ 小 林 貞 作 ｜ 富山大学原子力同位元素委員 会 委員を命ずる任期は昭 和初年5月1 0日までとする
｜梅 原 ； 









































































氏 名 異 動 内 h廿－－ ｜発令月 日
｜ 高 森乙 松｜ 。 イク
｜三国 一 葺｜ 。 ベ7
田中 文 信 ｜ // グ
｜長 谷 純 一｜ イ少 。
｜北 川 晴 雄｜ 。 // 
｜浅 間 忠 知｜ 。 。
｜森棟隆 弘｜ // 。
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｜林 良 ニ｜ // 。
｜柴田 万年｜ ィ？ // 
｜守 屋 獅郎 ｜ グ ィア
｜沢 泉 重 夫｜ ィ7 ’＇／ 
｜藤 木 輿 三｜ // // 
｜ 山 口政 則｜ 。 。
｜佐々木龍作｜ // // 
｜玉 生 正 信｜ // 。
［高 野 兼 吉｜ // // 
｜ 志 甫 伝 逸 ｜認任定期講は昭 習 和委員36会年 委 7員月 3を 1命日ずまで る と す る 。
｜木村 正 康｜ // // 
｜三 橋 監 物｜認定講習委員会委員を免ずる 。
｜松 本 弘 一！ 。 // 
｜ 大島 文 雄｜補任導期協は議昭会和委 36員年 を7命月ず31る まで とす る /  
｜渡 辺義 一｜ ，， ィ7
｜佐々木龍作 ｜ // イア
｜沢 泉 重夫｜ ィ7 // 
｜三 国 一 義｜ // // 
！石 瀬 秀 治｜ ィア /  
北 川 晴 雄（ 。 イク
｜飯 田 武 夫｜ イア 。
｜浅 岡 忠 知 ｜ ィア ，， 
｜森棟隆 弘 ｜ // // 
｜長谷 純 一｜特別教職 課 程 委員会 委員を免ずる 。
｜ 三 '/ 野間 治 ｜特任期別教は昭職和課 程 35年 委員 3会月 委 31員日をま命でずとする る ’F 
｜長 谷 純 一 ｜富山大学原子力同位元素 委員会委員を免ずる ｜ // 
｜ 高 林 昇 任富期山は大学昭原和子36力年同5位月元10素 日委 ま員で会と 委す員るを命ずる｜ 。
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報 昭和 34年 10月15 日
現 r昌.... 職 氏 名 異 動 内 4，宅金才F・、
教授（文理学部〉 ｜ 渡 辺 義 一 ！認任期定講は 昭習委和員35会 年委4員月3を0 命日 ずまでる とする // 
。 ｜ 植 木 忠 夫 ｜｜任一般期教は育昭委和員36会 年委7員月3を1 命日ず までる とする // 
// ｜清水 輝次｜ 。 /,I 
ィ？ ｜平 岡 伴 ｜ー 々 ィク
// ｜ 渡 辺 義 一 ｜ 。 /,I 
教授（教育学部〉 ｜蟻 川 栄作｜ 。 ，， 
// ｜佐々木龍作｜ // /,I 
教授（薬学部〉 ｜長 谷 純 一｜ 4ア 。
教授〈文理学部〉 ｜浅 岡忠 知｜ ィP ，， 
。 ｜大島文 雄｜特別教職課程委員会委員を免ずる
// ｜ 島 崎 藤 一 ｜特任期別教は職昭課和程35委年員 3会 月委 31員日をま命でずとするる イ？
助教授（経済学部〉 ｜石 瀬 秀 治｜学生相談所委員を免ずる
教授（文理学部〉 ｜ 植 木 忠 夫 ｜文任化期部は会 昭委和員36 年を命7ず月3る 1日 まで とする
助教授（ 。 〉 ｜岡 崎 初 雄｜ /,I ，， 
。 ｜ 小 森 典｜ 。 イア
。 ｜平 田 一郎｜ ィ7 ペ7
教授（教育学部） ｜玉 生 E 信｜ イア イ少
助教授（ 。 ） ｜ 高 野 兼 吉 ｜ 。 // 
// ｜黒 坂 富 治｜ ィ？ イ？
// ｜松 田 順 吉｜ イケ ，， 
// ｜小沢慎一郎｜ // 。
。 ｜上原定清 // ，， 
// ｜丸山 豊 一｜ 。 ，， 
。 ｜手塚義三郎｜ // 。
。 ｜大 滝直 平｜ // ’＂ 
講師（教育学部） ｜大沢欽 治 ｜ // /,I 
助教授〈経済学部） ｜柴 田 // /,I 
助教授（薬学部） ｜ 松 本 弘 一 ｜ // 。
助教授（工学部） ｜大井 信 一｜ // 。
助教授（文理学部） ｜ ｝｜｜ 瀬 義 之｜体任育期部は会 昭委和員36 年を命 7ず月3る1日 までとする
教授（教育学部） ｜佐 々 亮｜ // // 
/,I 勝 次｜ ィ7 /,I 
助教授（教育学部） ｜ 高 森乙 松｜ // 。
。 ｜ 頭 川 徹 治 ｜ // 庁






現 官 職 氏 名 異 動 内 '.tr 卜
助手（ // ) ｜ 石 黒 田雄｜ // // 
助教授 （経済学部） 菅 原 修｜ // // 
助教授（薬学部） ｜山 崎 高 応｜ // // 





3る叩部省委嘱（時専門講座講師を教授 （教育学部） 溝上茂夫 1 0 . 9 は昭 和3 4年12月29日ま でとす る
助教授（ 。 〉 ｜ 黒 坂 富 治｜ 4ア /  
// l小沢慎 一郎｜ // dク
講師 〔教育学部〉 大 沢 欽 治 ｜ // 。
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報 昭和 34 年 1 0 月 1 5 日
現高瀬重雄学部長 の任期は 8 月 3 1 日 を も っ て終る ので 7
月 1 7 日 午后 2 時か ら 3 時1 5分の聞にそ の後任候補者の選挙
が行われた が、 有効投票数44票中高瀬学部長が23票を得て
再選 された。 次点は得票 l 6票の大島文雄教授であった。
（薬学部長〉
現横田嘉右衛門学部長は 8 月 23 日 を も っ て 任期満了 と な
る の で 7 月 23 日 午前 1 1 時か ら正午ま で の間 に同学部で後任
候補者の選挙が行われたが、 横田学部畏は投票総数1 5票中
1 0票を得て当選 した。 こ れで横田教授は連続 4 期創立以来
実に 1 0 年間 の 長 き にわた っ て の就任 と な る 。
図書舘長及び学生部長の選考
（付属図書舘長〉
日 月 1 5 日 を も っ て任期 切れ と な る 平岡伴ー現舘長 （文理
学部教授〉 後任につい て は 8 月 1 9 日 開催の協議 会 に お い
て 、 かねて 図書館商議会に お い て推せん した植木忠夫 （文
） 浅岡忠知 （工〉 中沖大七郎 〈薬〉 の 3 候補につい て選考
したが こ れを無記名投票に よ っ て 決め る こ と 与 し投票の結
果過半数の獲得者 な く 決戦投票に及んで 中沖教授が投票数
1 3票中 9 票を得て舘長候補者に当選 した。
〈学生部長〉
学生部長 の任期は 9 月1 4 日 を も っ て満了す る の で 8 月 1 9
日 協議会に引 き 続 き 開催の評議会に おい て後任候補者を補
導協議会の推せん した大島文雄 （文〉 佐 々 木竜作 （教〉 養
田実 （工〉 の 3 教授につい て選考無記名 投票の結果大島文
雄教授が決戦投票に よ っ て 、 1 2票中 7 票を得て当選 した。
本年度科学研 究費交付金等の採択決定
本年度申請の 掲記交付金等につい て は 6 月 前後 し て本省
か ら 次の と お り 採択決定の通知があった。
科単研究費 交付金 （各個研究〉
本件につい て は48名52件 の 申請を したの であ る が採択 と
なった も のは次の 8 名 8 件で あ る 。 金 額 は計65万 円であ
る 。
（文理学部〉
教授 福 井 憲 二 交付金 9 万 円
研究課題 酸素環式化合物の合成な ら びに構造研究
助教授 児 島 毅 交付金 5 万 円
研究課題 マ イ ク ロ 波に よ る 分子構造の研究
（経済学部）
教授 内 田 穣 吉 交付金 1 2万 円
研究課題 戦後 日 本資本主義の特殊構造の 研究
（薬学部）




助教授 大 井 信 一 交付金 3 万 円
研究課題 有機試薬に よ る 比 色分析法の研究
助教授 宮 尾 嘉 芳 交付金 6 万 円
研究課題 丹板車輪の応力に 関 す る 研究
教授 室 町 繁 雄 交付金 1 9万 円
研究課題 マ グ ネ シ ウ ム 合金に及ぼす カ ル シ ム の影響
助教授 山 田 正 夫 交付金 6 万 円
研究課題 z r 及び Z r 合金の耐食性に関 す る 研究
七号
輸入機械購 入費補助金
申請 2 件中次の 1 件が採択さ れた も のであ る 。
申請者 文理学部助教授 児島 毅
輸入機械 ク ラ イ ス ト ン チ ユ － 7• 
Q K306 2 個 2 K33 2 個 Q K463 2 個
Q K289 1 個 Q K290 1 個 Q K293 1 個
輸入先 ア メ リ カ R aytbcou Mfg .  C o .  
価格 1 .  5 1 7 . 563円
こ れは マ イ ク ロ 波分光装置の マ イ ク ロ 波源 と し て使用 す
る の で あ る 。
本 年 度 内 地 研 究 員
昭和34年度文部省内地研究員につい て は 4 月 1 6 日 付を も
って大当学術局長 か ら 次 の と お り 決定の通知があ り 、 既に
全員夫々 出張研究に つ い て い る 。
工学部、 助教授 池田正夫 6 ヶ 月
薬学部、 助 手 大浦彦吉 1 0 ヶ 月
経済学部、 講師 中林一彦 6 ヶ 月
教育学部、 助教援 岩 田 弘 6 ヶ 月
9 . 1 1 ～35 . 3 . 1 0 
5 .  1 ～35 . 2 . 28 
9 . 1 1 ～35 .  3 . 1 0 
／／ ’J 
な お研究場所、 指導教 宮、 研究 テ ー マ は次の と お り 。
池田正夫 九州大学工学部 教援 伊藤 尚
研究 テ 戸 マ 還元法に よ る 金扇 マ グ ネ シ ウ ム の製造
に関す る 研究
大浦彦育 九州大学医学部 教授 山村雄一
研究 テ ｛ マ 肺脳洞起物質の合成 と 空洞形式の阻止
に関す る 研究
中林一彦 九州大学法学部 教授 高 田源清
研究 テ ｛ マ 株式会社支配の法的研究 〈特に取締役
の部面〉
岩 田 弘 東北大学理学部 教授 淡 中忠郎
研究 テ ー マ 位相解析、 位相空間論、 位相幾何学
文 部 省 会 計 実 地 監 査
昨年はち ょ う ど こ の頃会計検査院の会計検査が行われた
- 1 5 ー

























































































































































































が、 こ としは 6 月12 日 から 3日間 文部 省の会計実地監査が
文 部 省 委 嘱 専 門 講 座
けて実施する ものでその目的 とする とこ ろは大 学の開放あ
るいは街頭えの進出を促し、 大学設置地域の一般 成人に専
門的 学術知 識枝術の習得の機会を提供 し、 社会教育の振興
を図ろ う とする も のである。
（ 教育学部 〉
教育学部 では音楽について次 の とお り 開かれる 。
1 . 期間時数
1 0 月2 日 ～ 12 月29 日 総時数80時間
2 .  場所 山王公民館
3 .  科 目 内容 と 担当講師
(1） 芸術と生活 講 上茂夫 8 時間
(2） 宮山県の民謡について 黒坂富治 24時間
(3） 歌 う 立場から 日本語の解明 と日本歌曲の傾向
小沢慎一郎 24時間
(4） 幼小年の 教養 と音楽 大 沢欣治 24時間
4 .  受講 者 40名の予定で青年、 婦人、 学生、 教員、 P T 








武石 勉 ( 9 月14 日 まで〕
大島 文雄 c 9 月15日以降〉
秋 季 定 時 制 認 定 講 習
本年 度秋季定時制認定講 習については 9 月22 自主催者側
の県 教育委員 会 教育課長等を加えて行われた 認 定講 習 委員
会において次の と お り 本 学教官出講 の も とに実施される こ
l と となった。
3 .  期間時数8 月 25日～1 0 月 7 日 時数80時間
4 .  受講 者 40名ない し6 0名で高．校、 中 学校 教員、 工場動 l 図画工作労者を対象 とする 。 ，， 
5. 講 師 工学部 の関係 教官だけでな く 、 文理 教育の両 学｜ 音 そ
部 教官、 更に 日本鋼管、 日 本曹達、 日曹製鋼な i 再雇存育
どの工場長や校術のベ テ ラ ン を講 師 とする 。
科 学 教 育 研 究 室 の 開 設
5 月15日（金） 3 時30から本年度科 学教育研究室の開設
’F 
栄 養 学｜
大 学 後 援 会 定 期 総 会
式が黒田講 堂階上貴賓室で行われたが本年 度の各 学部 の研 i 本学後援会 昭和 33 年度定期総会は 7 月8 日 1 0時から黒因
究生、 研究テ ー マ及び指導者ならびに開期 は次 の とお り で ｜ 講 堂で開催された。
ある 。 ｜ 開会に先だって 9 時から 講 堂階上の貴賓室で役員会が開
- 16ー
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かれ梅原学奏 、 山森副会長、 中井精一県教委な ど 1 8 名 出席
の も と に総会へ提出 の諸案件、 会の運営、 役 員改選な ど に
つい て事 前協議を行ったが1 0時の振鈴 と と も に役員会を打
ち 切 り 一同会場に臨んだ。
小原理事開会宏告 ぐ る と と も に 山 森副会長議畏 と な って
議事に 入 り 、 へ き 頭吉田理事か ら 前 年度の事業報告を行っ
た。 理事は単な る 事務的報告で な く 、 事業の背景、 基盤を
な す大学の過 ぎ し一年の主な る 出来事、 催 し 、 仕事、 さ て
は人事 に ま で及んで、 自然事業報告の結びに至 る と い う 説
き 方 で長広告を振った。
こ のあ と 小原理事か ら 会 の眼 目 で あ る 33年度会計の決算
報告があ り 、 続い て 34年度予算の審議に移っ て両方 と も 承 l
認可決 された。 ！ 
次いで役員 の改選に入 り 各学部か ら の委員に よ り 別室で
鳩首選考 され、 そ の結果が発表 さ れた 。 こ の選考 中に学長
立って会の過去 1 ：年の活動をたた え 、 感謝 し 、 来年度の活
動に期待を 寄ぜ、 助力を乞ふ挨拶を し て総会を終えた。
閉会後出 席父兄を 3 班に分け構内校舎、 設備 を案内紹介
した。
原富 元教授 に 名 教授 の称号授与
名 誉教授に関する 規程は昨年 3 月 1 4 日 か ら 実施 さ れたが
元文理学部教授原富慶大郎氏 （現非常勤講師〉 が初の適用
者 と し て称号を授与 さ れ る こ と と な った。
原富氏は大阪堂島生れの こ と し68才、 学歴 と て高等小学
下斗米教授等の学位取得
こ と しは特に学位取得者が 多い年であ る 。 前号で紹介 し
た 大浦助手 （薬学部〉 以後の取得者は次 の と お り で あ る 。
文理学部
助教授 川 瀬義之
理学博士 昭 和34年 8 月 6 日 、 大阪大学
学位論文 「 ク マ リ ン の 合成的研究」
論文主査 大阪大学理学部教授 中川正澄
助 手 中 休良郎
理学博士 昭和34年 3 月 3 1 日 東京教育大学
富山大
学
（二次形式に学位論文 、 O nguadratic forms -'l 
つ い て 〉
助教授 久保和美
理学噂士 昭和34年 9 月 1 7 日 、 北海道 大 学
学位論文 、 Studies o n  the Systematic 
Serology of Sea-Stars グ
論文主査 北大理学部教授 内 田 事
教 授 下斗米民
文学博士 昭和34年 9 月 2 1 白 、 広島大学
学位論文 1 .  中国古式におけ る 自 然神の祭把
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2 .  孔子の仁
其の他神仙思想 と 道家思想。 中国に おける ユ ー ト
ピ ア 思想。 西壬母説話の変遷。 八犬伝 と 水j詳伝等
論文主査 広島大学教援 池田末利
校を終へた だけ で、 あ と は独学で今 日 の学殖を積み上げた ｜ こ れで本学の学位取得者は理学博士 1 4、 薬学侍土 8 、 工
方であ る 。 即 ち専門学校入学者試験検定、 次い で 中 、 高等 ｜ 学博士 3 、 文学博士 1 計26名 と な る 。
学校教員試験検定をバ ス し 、 教員生活を し な が ら 、 亥lj苦の
吉 田 博 助 教 授 沖 縄 出 張研 さ ん を深 ら めれた の で、あ る 。 か く て 昭和 2 年、 迎 え ら れ
て創革期の富山高等学校教授 と な られたのが本大学 と 縁を ｜ 教育学部吉 田博助教授は、 琉球政府文教局主催の沖縄に
結ぼれた初めであ る 。 以後数学の権威 と し て学内の信望 を ｜ おける 昭和34年度教員夏期講習会の教育心理の講師に文部
集め ら れたばか り でな く 、 そ の 業績は国 の 内外に高 く 評価 1 省か ら 指 名 を受け、 7 月 28 日 羽田空港か ら 渡沖、 9 月 2 日
さ れ て い る 。 こ の こ と につ い ては氏を名誉教授に推せん し ｜ 帰任 し た。 こ れに つい ては後に揚げた同助教授の 「沖縄の
た文理学部教授会の次の推せ ん状に語 ら し め よ う 。 ｜ 印象」 を読れた い 。
（推せんの こ と ば〉 竹 内 豊 三 郎 教 授 の 渡 独
原富氏の学問上の業績は多 々 あ る が、 J.jljに挙げた のは ｜ 昨年1 1 月 25 日 渡米、 ロ ｛ ド ア イ ラ ン ド州 プ ロ ピデ ン ス 市
その一部で あ る c 〈 別記略〉 ｜ の プ ラ ウ ン 大学に文部省在外研究員 と し て留学中 の 文理学
氏は 日 本におけ る 最 も 早い位相幾何学の研究者の一人で ｜ 部、 竹内豊三郎教授は、 滞在期間を繰 り 上げけ、 独乙 ミ ユ
あ り 、 そ の結果は主 と し て ド イ ツ 語 を も っ て発表されて
い る た め 、 外国にお い て も 数学者 と し て の氏の業績は、
高 く 評価 さ れてい る と し 、 う 。
今年 日 本数学会の大会が富山で－開催 さ れたが 日 本に お
け る 位相数学 の草分け的存在であ る 原富氏が在住 さ れ る
場所 と し て 、 富山が選ばれた と い う 。
氏は 日 本数学研究 史上に そ の 名 を残すべ き 人 と いわれ
てい る 。 こ れに よ っ て、 氏の学向上の功績は特に顕著で
あ る こ と が知 ら れ る 。
ン へ ン大学の シ ユ ワ プ教授の も と に 赴き 同ーの研究 を進め
る こ と 与 な り 、 9 月 末 ア メ リ カ を 立っ て リ ス ポ ン マ ド リ ツ
トー な ど か ら バ リ ー 経由 で 1 0月 の初旬 ミ ュ ン ヘ ン に到着の予
定であ る 。 な お滞独の期聞は来年の 6 月 に及ぶ筈であ る 。
福 井 憲 二 教 授 の 転 出
文理学部福井憲二教授は 7 月 3 1 日 付を も っ て広島大学へ
転出 さ れ る こ と と なって同 日 富 山 を去 ら れた。 本学へ来 ら
れてか ら 丁度1 0年で あ る 。
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教授は神戸の生れ、 昭和1 3年の大阪帝大出であ る が、 高 ｜ 本職に安居す る こ と は氏の性質 と し て耐えなかった も のが
等学校は四高 であ る 。 初代鳥山学長 も 四高校長であったが ｜ あ ろ う 。 昭和24年大学が発足す る や思い切っ て文理学部の
時代では 1 0年以上違 う か ら そ の 聞 のつなが り はあ る ま い が ｜ 事務 長に転 じ たの も そ のためであ ろ う 。 後学生部の厚生課
高校が隣 り の 金沢 と い う こ と が縁 と なった も の と 思 わ れ ｜ 長 と な られたが、 身を処する に謙虚、 敏感な氏は事務や と
る 。 教授は同 大学を卒業す る と と も に母校に副手や、 講師 ｜ し て の不適 を感 じ た も のか27年 3 月 思い出多い学校生活を
と なって研究 を 主 と し て継続 しつつ、 学位を と った24年の ｜ 去 ら れた。 従来年令的な限界を気に し な が ら も フ リ ー な立
8 月 末本学の教授 と な り 、 今 日 の 有機化学教室の創設的役 ｜ 場で、柔道界のために活躍 さ れていた。 学校生活40数年そ の
割をつ と めた 方であ る 。 在職中主要研究 テ ー マ と し て 心血 ｜ 問、 氏の教を受けた も のは数限 り も なし 、 。 然か も そ の師弟
を注がれた も の は 「ぺ ン ゾ フ ラ ン誘導体の合成的研究」 で
あって 、 そ の 成果は30年か ら 33年に わたっ て雑誌 「欧文 日
本化学」 に連戴 された。
多忙な研究の う ち か ら も 32年評議員に選ばれて本年 5 月
ま で本学の運営に 尽 さ れて い る 。 教授は常に温顔人に接 し
謙譲 よ く 人の い う こ と に耳を傾け る 方で‘はあったが、 う ち
には強い信念、 を も った 人であった。 本学に おけ る 教授の本
格的活動 も 恐 ら く こ れか ら と い う と こ ろ で、あっ た ろ う に 、
突然去 られた こ と は如何に も 残念な こ と であ る 。
森 武 保 営 繕 係 長 逝 去
森営繕係長は 8 月 3 1 日 夕刻中央病院で急逝 さ れ た 。 22 日
関係は地を払った と い われ る 昔の風を今に伝え る も の で あ
った。 それは一つに 氏の寛宏な性格、 篤厚な人情味の然か
ら しむ る と こ ろ であ ろ う 。 と ま れそ の温容、 挙措は 「苦労
人」 の典型であっ た 。 高校時代の教え子で あ っ た吉 田県
知事が、 がんの最高権位者田崎勇蔵博士の来富を機会に 、
親 し く 病床に診断のため招 じ た こ と は も って篤き 師弟関係
の一端を語 る も のでおろ う 。 ま た27 日 西別院で執行 さ れた
葬儀の盛大 さ はそ の人望を偲ぶこ よ な い よ すがであ る 。
． ． ． ． 
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った。 技術家 ら し く 募黙な方で‘あったが興至れば前々 と 語
る 、 そ の語 り 振 り に瓢軽な と こ ろ があ り 親 しみ を感 じ さ せ
た も の で あ る 。 享年僅かに38才、 養家に は可愛し 、 、 二女を
遣 し て い る 。
萩 野 啓 之 助 氏 の 逝 去
師範、 高校 、 大学、 に わたっ て 柔道教師 と し て 、 あ る い
は事務官 と し て本学に一生を終始 した萩野啓之助氏は 胃 が
んのため 5 月 24 日 逝去 さ れた。 享年65才で、あった 。
氏は富山千石町の生れで 、 京都武道専門学校を卒え る や
柔道教師 と し て2、 3転々 したが大正 9 年富山師範教諭 と な
った のが木学 と の結縁の始 り であ る 。 富山高等学校へ転 じ
た のは同校創立期の大正1 4年で あ る 。 こ の間県下柔道界の
最高峰 と し て 学外に お い て も 活躍 した。 終戦 と な る や武道
に対す る 批判 、 規制が厳 し く な ったが、 そ の状勢下にあ っ
て氏は随分去就に迷われた。 何 よ り 開店休業に 等 し い その
あ る 。 夕刻から 同 じ 広場で の フ オ ー ク ダ ン ス や、 フ ア イ キ
ス ト ー ム が九時ま で行われて大学祭の プ ロ ー ロ ｛ グ を終え
た 。 継 し 、 て 次の よ う に 行事が展開 さ れて 行った。
5 月 25 日 （月 〉 午後J 高校生 と の教養教室及び懇談会が
富山北部高校 と 氷見高校で行われた。
5 月 26 日 〈火） 6 時30分～ 8 時30分富山公会堂
演奏会 シ ユ タ フ エ ン ハ ー ゲ ン 氏 ヴ ァ イ オ リ ン リ サ イ
タ ／レ
5 月 27 日 （水） 1 時～ 5 時、 文理学部3 1 番教室、 弁論大会
と パ ネ Jレ ・ ヂ ス カ ツ シ ヨ ン 高瀬、 武石の両教授他出席
5 月 28 日 （木） 1 時～ 5 時黒田講堂
公開放送劇




5 月 29 日 （金） 3 時～ 4 時黒田講堂
「ベ る く の 会の映写会」 文理学部
「た く みの恋」 シ ラ ー 作 ベる く の会
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富の 同 人が演 じ た も の を 8 ミ リ 映画にお さ めた も の。






5 月 30 日 〈土） 5 時～ 6 時
空手術実演 空手部演出
5 月 30 日 （土〉
6 時～ 9 時




タや ン ス ノ4 ー テ イ
5 月 23 日 ～31 日
自 動車旅行
自 動車、 油 と も 貸与寄贈に よ る も の で 山陰山陽地方
1 3県の各大学 と の交歓、 自 動車工学の実習 、 交通道
路の調査を 目 と した も の 。
5 月 30 日 〈土） 1 時～ 4 時集団講堂
講演会
「 自 己 の意識少 な き は 日 本イ ン テ リ の 欠陥」
学習院大学長 安倍能成
「 “ 中” の論理」
元京都学芸大学長 山内得立
5 月 30 日 （土） 4 時半～ 9 時半 高岡公会堂
5 月 3 1 日 （ 日 ） 4 時半～ 9 時半 電気 ピ 1レ五階 ホ ー ル
演劇発表会 富山大空宇演劇部第20回公演
「友情舞踏会」 作 広 田雅之 演 出 田 中 信彦
5 月 30 日 〈土） 4 時半～ 9 時半 高岡公会堂
5 月 3 1 日 〈 日 ） 4 時半～ 9 時半 電気 ピ ノレ ホ ＿ ，レ
新劇研究第 8 回公演
「 ガ ラ ス の動物園」 2 幕 6 場
T . ウ ィ リ ア ム ズ 作 演出 ぬ ま だ と し お
5 月 3 1 日 （ 日 ） 9 時～ 5 時
大学祭球技大会
バ レ ー ポ ＿ ，レ 教育学部 グ ラ ン ド
ピ ン ポ ン グ 卓球場
ツ フ ト ポ ー ／レ グ グ ラ ン ド
バ ス ケ ッ ト ポ ー ル 。 体育館
テ ニ ス グ ラ ン ドイケ




「放射能 と そ の功罪」
小林貞作
「 ソ グ エ ー ト に旅 し て」
小沢慎一郎
6 月 4 日 ～ 6 日 9 時～ 4 時 富山商工奨励館
展示会
美術展 美術部
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書道展 書道部
ユ ネ ス コ 畏 ユ ネ ス コ ク ラ プ
写真展 写真部
6 月 i 日 〈 月 〉 レ コ ー ド ・ コ ン サ ー ト 高 岡
6 月 6 日 （土〉 後 6 時～ 8 時半 富山公会堂
音楽会 第一固定期演奏会
女声合唱、 パ リ ト ン 独唱、 ピ ア ノ 独奏混声合唱、 男
声合唱、 バ イ オ リ ン 二重奏、 ソ プ ラ ノ 独唱、 管弦楽 I 七
夏 季 学 生 キ ャ ン ブ l 号
山大
学
学生部補導課では、 かね て キ ャ ン プ用天幕20数張並びに
寝袋70個、 そ の他付属用品 を設備 し て 、 学生の課外活動に
備 え て い る が、 今夏は稀に見 る 晴天つづ き か ら 、 そ の 利用
は百% な された。
利用者の多 く は 、 剣岳方面が圧倒的に多 く 、 薬師岳、 槍
岳等が こ れに続い て い る 。 ま た長野県高原地帯への キ ャ ン
プハ イ ヤ ー も 多 く 、 能登方面一周 な ど も 目 立っ て い る。 ち
なみに 7 月 初旬か ら 8 月 1 5 臼 ま で の 利用者は50 数 パ ー テ
イ 、 6 百数十名 に達 し てい る 。
第 1 1 田 中部 日 本学生卓球選手権大会
主題大会は、 富山大学主管の も と に 、 8 月 1 1 、 1 2 日 の両
日 、 ’富山市体育館におい て開催 さ れたが、 富山大学は善斗
の末、 男子 シ ン クソレ え に優勝した。
。東海、 北信越優勝校対抗戦
男子 中 京大 4 - 2  富山大
女子 中 京短 3 - 1  金沢大
．東海、 北信越選抜対抗戦
男子 東海 1 2- 3 北信越
女子 東海 5 - 4  北信越
．個人戦
男子ダ フ・Jレ ス （準決勝〉
梶 ・ 須藤 （新潟大） 2 - 0 東 ・ 牧野 （宮大〉
男子 シ ン グ 1レ ス （決勝〕
寄回 （富大） 2 - 0 寛 （ 中京大〉
．国体戦 （決勝〉
中京大 4 - 2 宮大
北陸筆生陸上競技対校選手権大会
第33回北陸学生陸上競技対校選手権大会は、 5 月 24 司 、
富 山大学主管に て 富山県営陸上競技場に ーて開催、 本学は総
合に て次勝 した。
北陸三大事学生鯉合体育大会
第 1 1 回北陸三大学総合体育大会は、 7 月 4 、 5 、 6 の 3
日 間、 金沢大学生管にて金沢市内 各体育施設を も っ て 開
催。 本学か ら は学生 280 名 が参加、 競技の 中心 日 であ る 5
日 早朝の降雨で一部支障があったが、 天候の立直 り と 共に
第17 号
果敢な試合が展開 さ れた 。 そ の結果本学は男子では卓球、
パ ト ミ ン ト ン 、 バ レ ー ポ ー ／レ 、 柔道に、 女子はパ ト ミ ン ト
ン 、 ツ フ ト ポ ー ／レ に各 々 優勝 した。
関西薬学生連盟大会
関西薬学生連盟大会は 7 月 1 4 日 か ら 1 6 自 主 で 、 岐阜薬科
大学の主管に て岐阜市に て開催、 本学薬学部か ら は 1 20 数
名が出席、 野球、 庭球、 龍球、 排球、 音楽、 弁論並に植物
採集に参加 した。
全 国 国立大学柔道大会
第 1 回全国国立大学柔道優勝大会は、 7 月 6 日 東京都講
道館にて 開催、 本学 よ り 石黒監督以下主要 メ ン バ 戸 が出
場、 敢斗 した。
北信越学生柔道大会
第 8 回北信越学生柔道大会は、 6 月 1 4 目 、 新潟市立小学
校体育館に て 開催、 本学 よ り 林監督以下20数 名が出場 した
が 、 善斗の結果 （同 ス コ ア 〉 で優勝を新潟大に譲った。
北陸畢生庭球選手権大会
第 2 回北陸学生庭球選手権大会は 、 5 月 23、 24 日 の両 日
金沢市兼六圏 コ ー ト に て開催、 金大に惜敗 し た 。
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大に O 対 2 で般れた が 名 工大に 2 対 O で勝っ て該 ゾ ｛ ン
の 3 位に辛 う じ て止った。
卓 球
富大は 3 つの ゾ ー ン 中 A ゾ ー ン で愛学大 に 4 対 1 で 勝
ち 、 金大に 2 対 3 で破れ ト ー ナ メ ン ト 戦に進み福大に 3
対 2 で勝った が、 名古大に 2 対 3 で破れて第 3 位 と なっ
た。
ソ フ トポール
対戦者三重大、 福大の棄権で不戦勝を重ね、 愛学大 と 優
勝戦を争っ て 2 対 5 A で、敗れた。
各種 目 の優勝者、 次勝者をあ ければ次 の と お り 。




ソ フ ト オミ － ／レ
金大 グ
福大 。







1 0 月12、13の両 日 本 学の五福グ ラ ウン ドで富山地 区の レ
ク リ エ ー シ ヨ ン 共同事業 と し て の恒例野球大会が行 わ れ
た。 両 日 と も 晴れた り 曇った り の ま づ ま づの天候で あった
が、 本学チ ｛ ム が出 場 した1 2 日 は午後 2 時頃か ら にわかに
南西の強い風が吹き出し、張った二つの天幕が吹き倒され
る と い う 騒 ぎの一幕があっ た。 併 し仕合は大 した支障 も な
く 続行 さ れた。 参加 チ ー ム は全部で 8 チ ー ム で、 本学のみ
こ の う ち 2 チ ー ム を 出 場せ しめたが B チ ー ム は裁判所に 2
対 6 で、 ま た A チ ー ム は検察庁に O 対 4 で、彼れた。 併 し わ
が両 チ ー ム の相手方は何れ も 、 同 じ グ ラ ウ ン ド で錬えた富
山 地区の強豪であっ て 、 仕合の 内容か ら い って寧ろ善戦 と
して讃えるべきである 。そして練習さへ積んでチ 戸 ム ワ 戸
ク が強化されれば有力な優勝候補である こ との期待がもて
るものであった。
第 9 回文部省共済組合体育大会
北陸東海地区の第9凹体育大会は 7 月3 0 日31 日の両 日 名
古屋大 学が当番支部となって同大学の教育学部、 経済学部
を会場 と し て 野球、 庭球、 排球、 卓球及び ソ フ ト ポ ー ／レ の
5 種 目 に ついて行われた。 参加者は富大、 金大、 福大、 岐
大、 愛学大、 名 工大、 三重大、 名工事、 名 大の 8 大学 1 事
務所であるο
昨年もそう で、あったが、こ と しはそれを上わま る37度何
分とL 、 う 近年にない暑さであって、選手一同が名古屋駅へ ｜ 富山地区公務員 レク リ エー シ ヨ ン共同事業
下 り 立った と き 触れた熱気はた と へ ょ う のない も のであっ
た と し 、 う 。
以下各種 目 に お け る 本大学の戦績を た どって 見 ょ う 。
野 球
富大は 名 工大 と 対戦 9 A 対 1 で勝ったが翌 日 の準決勝戦
で 名 大に 3 対 4 で惜敗 し た 。
庭 球
A .  B の う ち 、 B ゾ ー ン で戦った が、 名 工大 、 名 大、 愛
学大に 夫 々 i 対 4 、 0 対 5 、 0 対 5 で被れ去 り 第 4 位 （
最下位〉 に落ちた。
排 球
A .  R の う ち B ゾ ー ン で戦っ て 名 大に 1 対 2 で、 ま た金
排球大会
昨年と 同様本年も木 学五福コ ー ト で 6 月25日 1 0時から行
われた 。 前 日 来の雨 も 漸 々 上っ て 競技は順調に 進 め ら れ
た。 出場チ ー ム は昨年の 1 1 チ ー ム に 比べて少な く 8 チ ー ム
で、あった。 本学 も 1 チ ー ム だけ参加 した。 毎年 2 チ ー ム を
送ったのに こ の 1 チ ー ム も やっ と 編成 さ れた と い う 有様で
あった 。 その故か昨年は出場の2 チ ー ム と も 、 ともか く 2
回戦 まで進んだのに、こ としは 1 回戦で財務部に2対 1 で
敗れ去った。
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コ ー ト は 数 日 来の雨で整備の チ ャ ン ス がな かったがせっ
ぱ つ ま った前 日 土砂降 り の なかで本学出場の選手の有志 4
人がづぶ ぬれ と なっ て除草に薄暮 ま で努力 し た こ と を特記
し て お き た い。 ま た当 日 世話官庁が砂一車を運んで コ ー ト
の整地を し て く れた こ と と も こ の競技を成功せ し め る こ と
に与っ て 力あった と 感謝 したい。
〈 ソ フ ト ポール大会〉
8 月 4 、 5 の両 日 に わた っ て 旧 東部 中学 グ ラ ン ド で行わ
れた。 幸に両 日 と も 晴天に恵れたばか り でな く 涼風時に吹
き わたっ て盛夏であ る こ と を忘れ し め た。
出場 チ ー ム も 昨年同様1 8 チ ー ム と い う 盛大 さ で あ っ て 、
い よ い よ こ の種 目 が参加 し やす く 、 チ ー ム 編成が しやすい
大衆競技 と し て 好適であ る こ と を確証せ し め た よ う で あ
る 。 本学は建設、 電 波 と と も に 2 チ ｛ ム を出 場せ しめたが
2 チ ー ム と も 1 回 戦に敗退 し て し ま った。 チ ｛ ム の主プ］を
な す、 事務系の人 々 が ま す ま す若 く な っ て 行 く のに競技の
戦績が後退の感あ る が、 こ の傾向はあ ら ゆ る 角度か ら 一考
さ る べ き であ ろ う 。 2 チ ー ム の戦績次の と お り 。
富 山 大学A と 労働基準局 1 2 対 22
。 B と 気象台 3 対 4
優勝は食糧務所 と 昨年の優勝者法務局 と の聞で、争われた
が、 大接戦の末14対 1 3 で前者が優勝 し た 。
（野 球〉
昨年は国体の ため行わわれなかった野球大会は 1 0月 5 日
6 日 の両 日 旧 東部 中 学 グ ラ ウ ン ド で開催 さ れた。 こ と しは
両 日 と も 天候に恵れて仕合は順調に進め ら れた。 本学チ ー
ム は こ の と こ ろ 連続優勝の強豪検察庁チ ー ム と 決勝に持ち
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文 理 署員 部 院ふら寸・
日 本陸水学 会 第24回大会（ 富 山 ）
日 本陸水学会では第24回大会を県、 市、 北電、 関電等の｜ 費助の も と に 1 0月 2 B b > I?  4 日 間 に わた っ て本学を本拠 と
し て開催 さ れた 。 本大会の参加者はいかに も 理論及び応用
の総合学会 ら し く 、 生物学、 地学、 物理学、 化学等の専門
分 野に ま た が り 、 大学教授か ら 高、 中、 小の学校に い た る
学者、 教育者 、 ま た各種研究所員、 試験場員 、 更に都市の
水道関係吏員、 農林水産関係公務員 か ら さ ては図書館員 ま
で も交えた多彩を短めた顔ぶれで あ る 。 そ し て参加の地域
は北海道か ら 九州、村こ及ぶ広範な も ので、 そ の員数は 臨時会
員 を も あわ詮て約 1 20 名 に達 し て い る 。
第 1 日 （ 2 日 〉 は会場を電気 ピ ル に と り 、 ま づ評議会を
聞い て 大会の運営を議 したあ と 、 午後 6 時か ら 植木教授司
会の も と に玄 階 ホ ー ノレ で－公開講演会を催 した。




であった 。 こ の う ち福島助教授は第三次南極探検隊の生物
班長であって講演は そ の貴重 な体験を 自 ら写 した ス ラ イ ド
に託 し て行われた も ので あ る 。
こ のあ と 岩波製作所で北陸電力提供の記録色彩映画 「有
峰ダ ム 」 が紹介 さ れた 。 ま さ に こ の大会にふ さ わ し く 、 ま
た郷土総合開発 事業 の こ よ な き 紹介であった。
第 2 日 （ 3 日 〉 は経済学部第一、 第二講議室 を 会 場 と
し 、 一般講演 と 特別講演 と が午前午後に わた り 行われた あ
と 、 遠来の会員 のため市内 見学が行われ、 次い で電気 ビ ル
におけ る 懇親会が催 さ れた。 翌 4 日 は午前午後 と も 一般講
演を続行 したが 2 時頃に こ れを終 り 、 大会最後の ス ケ ヂ ユ
ー Jレ で－あ る 立山の高山湖を 中心 と し た エ キ ス カ ー シ ヨ ン に
移つ り 立山 に 向 ひ 、 同 夜は弥陀 ヶ 原 ホ テ ル に一泊 した 。 な
お会員 の研究発表講演数は 2 日 聞に わたっ て58題の多 き に
達 した。 水の環境に恵れたわが郷土富山におい て こ の大会
が催 さ れた こ と は意義深い こ と で あ る 。 因に本大会会長は
陸水学会会長の川 村多突ニ京大 名誉教援であ り 、 委員長 は
本学の植木忠夫教授がつ と め た。
七
号
日 本数学会 シ ン ボ ジュ ー ム
日 本数学会では富山 の地を選んで下記の 二つの シ ン ポ ヂ
ー ム を本学を会場 と し て、 わが文理学部数学教室及び武蔵
- 2 1 ー






こ の集会は教育学部が当番世話役 と し て 1 0月 27 日 〈火〉
か ら 30 日 ま で 4 日 聞に わたって 同学部で行われ る 。 こ れは
茨城、 宇都宮、 群馬、 埼玉、 千葉、 東京、 東京学芸、 東京
芸術、 東京教育、 東京工業、 お茶の水女子、 横浜国立、 新
潟、 金沢、 福井、 山梨、 信州、 富 山 の 1 8の学芸大学、 国立
大学の学芸部お よ び教育学部な ら びに こ れ等大学の付属学
校の国語、 数学の教官が集って 当該学科の教育法 を 中心 と
し て教科内容お よ び教育実習に関す る 諸問題を研究、 協議
す る も の であ る が、 参加人員は 1 82 名 の 多 き に達する 見込
みであ る 。 日 程は次の と お り であ。
第 1 日 は 合同協議会、 科 目 別分科会
第 2 日 は 科 目 別分科会の続行、 市内見物
第 3 日 は 科 目 別、 学校別分科会、 終って宇奈月 温泉で
の懇親会に臨み一泊
同温泉で分科会報告、 合 同協議を行っ て 、 集
会の幕を閉 じ 後黒部峡谷の探勝を 行 う 。
本学 問土全国的な研究集会は今 ま で も 行われた こ と があ
る が関東や北信越地区が結びつい た集会は珍 し く 、 然か も
参加者 1 80 名 に及ぶ も のは曽つ て ない こ と であ ろ う 。 集中
計画途上の 未完成で はあ る が、 本学紹介の 絶好の チ ャ ン ス
と い う べき で あ ろ う 。










8 月 26 日
講演者
第 4 日 は
8 月 27 日
tliJ下呉ー （阪大理〉
細川藤次 （神戸大理〉
野 口 宏 （早大理工〉
函数論分科会第 2 回 シ ン ポ シ ユ ー ム
8 月 26 日
2 .  
教育 挙部 の 昭和34年3 月 卒業修業者就職状況
、、でご＼ 学 科i 第一中 等教育科 ｜ 第一初等教育科 ｜ 第二初等教育科
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工業大学数学教室の後援の も と に開催 さ れた 。 こ の シ ン ポ
ジ ュ ー ム に 北は北海道か ら 南は 九州にし 、 た る 各大学 よ り 70
数 名 が数学者が参集 したが地方大学で二つの ジ ン ポ ジ ユ 戸
ム を 同 時開催出来た こ と は異例に属す る と い う 。 そ し て こ
の会場が富山大学に選定 さ れた のは位相幾何学 の先達であ
る 原富慶大郎元教授の在富が機縁 と なった と い う 。 然か も
同 氏の声価が日 本位相数学界の ト ッ プ ク ラ ス の 学者を集め
る こ と と も なった と い う 。
会 場 五福 経済学部教室
シ ン ポ シ ユ ー ム の 日 程 講演者
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備 考
産休 代員雇用者の う ち 7 月 末で契約期間の満了 と
な っ た も のが若干あ る がそ の 他の も の は 8 月末 よ
り 更に残任期間雇用 さ れ る 。
； 経 済 事 部 ：
昭和34年度十大学
経済学部長並 に事務長会 議
5 月 1 5 日 （金） 1 6 日 （土） の 両 日 に亘 り 本学部におい て、
昭和34年度十六学経済学部 長並に事務長会議 を 開催 し北の
小樽商科大学を初め福島大学、 横浜国立大学、 滋賀大学、 ｜ 
和歌山 大学、 山 口 大学、 香川 大学、 長崎大学、 大分大学の ｜
各経済学部長並に事務長が参集 し午前 9 時 よ り 同学部会議
室 に て下記要項に つ き 協議 さ れた。
（学書店長会議〉 協議事噴
1 .  教宮の定員 増を 本省、に要望す る こ と に つ い て
2 .  学生定員増につ い て
3 .  経済研究所の法制化につ い て
4 .  傭外国人教師制度の復活並びに拡充要請に つ い て
5 .  経済学部 長会議 と 国立大学協会 と の関係の吟味に つ
い て
6 .  商品学の実験講座認定並びに会計及び統計の機械化
につい て
7 .  工業経営科の増設及び教官定員の増員につい て
8 .  一般教育科 目 運営 と そ の新設並に外国語 （特に英語
科〉 の充実について
9.  社会科学系教官の研究費増額に つ い て
1 0 .  教官の旅費増額につい て
（事務長会議〉 協議事項
1 .  十大学事務長会の結成につい て
2 .  教官の教科資格判定 と 学科 目 担当について
3.  課外活動に対す る 施設経費の援助に つ い て
4 .  学生寮の管理運営について
5 .  学生就職に関す る 経費につい て
6 .  図書購入費につい て
7. 職 員旅費の配分につ い て
午後 4 時頃会議終7 、 引 続 き 宇奈月 温泉に至 り 懇親会を
催ほ し、 同地に宿泊 した。
翌1 6 日 午前 9 時 よ り 黒部市吉田工業及び富 山 市広貫堂を
夫 々 見学 し午後 5 時、 富 山 市長招待晩 さ ん会が電気 ピ ル ホ
テ ル に お い て 行われ、 午後 6 時解散 した 。
なお経済学部長会議の協議事項 の う ち次の五項 目 を要望
事項 と し て 、 横浜国立大学を 通 じ 式部省、に取次方を依頼す
る こ と に なった。
(1） 工業経営科の増設及び教官定員 の増員につ い て
(2） 学生定員増について
(3) A 、 商品学の実験講座認定に つい て
B 、 会計 及 び統計の機械 化に つい て
(4） 外国人講師の定員につ い て
(5） 経済研究所の 法制化につい て
富山大
a， ．． ‘ ． ． ． e － ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 4・． ． ． ． ． ． ， ． ． ．－ e ．． ． ．． ． 4 ． ． ． ． ． ． ． ． ． 
日 学
・ ． ， ・ ・ ・ ． ． ． ・ a ・ ． ． ． ・ ・ ・ ． ． ・ ・ 、 ． ． ． ・ ・ •. . . ・ ・ 、 ・ ー ．・・‘ ． ． ． － － ．一 一 ，・・．
戸百τす官す｜
4 月 1 5 日 教授会
5 月 6 日 教授会
七
9 日 東洋大学教授 （元富 山六学教授〉 吉川美失氏 す
来 部
1 2 日 レ ン ト ゲ ン 間接撮影
2 1 日 全国文理学部 長 、 事務長会議
（於静岡大学） 2 1 、 22両 日 、
28 日 講演会 「 ソ 連及 び ド イ ツ を旅 し て」
講師 京都大学！文学部 長 田村突造教授
6 月 1 1 日 一般定期健康診断
早坂島根大学長並に得、光前金沢大学教授 （元
富 山高等学校教授〉 来部
1 7 日 教授会
22 日 川 村多実ニ京都市立美術大学長来部
6 月 24 日 腸、 パ ラ チ プ ス 予防接種実施
7 月 2 日 東園待従、 義宮 さ ま 来臨下検分 のため来部
1 3 日 夏期休業
1 7 日 教授会
次期学部長候補 者選挙実施
（高瀬現学部長再選さ る 〉
23 日 放射線障害防止に関す る 実地調査
（総理府技官谷川浩氏外ー名 〉
29 日 義宮殿下御来部
3 1 日 福井憲二教授広島大学 へ扶任 のため立山号に
て離富
8 月 1 8 日 文理学部同 窓会総会
24 日 日 本数学会総会、 （於富 山 市〉
9 月 1 目 前期第1 4週授業開始
2 日 教授会
1 0月 2 日 よ り 5 日 ま で 日 本陸水学会総会、 於富 山大学
｜ 教 育 学 部 日 誌 ｜
4 月 24 日 ～25 日 日 本教育大学協会北陸地区第 l 部会
（新潟大学長岡分校〉
5 月 7 日 ～ 8 日 教員養成大学 カ リ キ ユ ラ ム 協議会
（東京学芸大学〉
5 月 1 4 日 ～1 5 日 北陸地区教員養成学部事務長会議
〈信州大学教育学部〉
5 月 1 5 日 ～1 6 日 全国国立大学附属学校連盟総会（箱根）
内L
学
教授会5 月 7 日
6 月 1 日
6 月 4 日
6 月 1 1 日
6 月 1 8 日
6 月 20 日
6 月 22 日
7 月 1 日
7 月 2 日
7 月 1 4 日
7 月 1 5 日
7 月 1 6 日
7 月 23 日





日 本社会科教育学会 日 本教育大学協会
第二部会社会科部門全国大会
（世田 ヶ 谷分校〉
6 月 1 4 日 附属学校学習指導研究協議会
6 月 1 9 日 ～20 日 日 本教育大学協会北陸地区第三部会家
政科研究協議会
日 本教育大学協会北陸地区第二部会美





7 月 26 日 吉田博助教授／'ft縄出張の ため出発




第 1 7 号
5 月 1 9 日 ～20 日
6 月 4 日 ～ 5 日
6 月 5 日 ～ 6 目
7 月 3 円
7 月 9 日 ～ 1 1 日
7 月 1 4 日 ～ 1 8 日
8 月 5 日 8 月 6 日
8 月 7 日 ～ 1 1 日
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4 月 1 3 日ノ
vク
9 月 3 日







教官 と 学生 と の懇談会
運動会 （薬友会主催〉
教授会
定期健康診断 〈 レ ン ト ゲ ン 間接撮影〉
教授会
教授会及び職業補導委員会




日 本薬学会北陸支部第 8 回例会（当学部〉
教授会
夏期休業に入る
関西薬学生連盟総合大会 （ 1 6 日 迄岐阜に
お い て〉






5 月 1 5 日 ～ 1 6 日 昭 和34年度十大学経済学部長会議
5 月 1 8 日 富山大学経営短期大学部前期授業開始
5 月21 日 教授会




































小学校児童20 名 を招待 し て富山市呉羽
小学校に お い て 夏季学校を開設 （ ユ ネ
ス コ ク ラ プ〉
児童文化研究会では東砺波郡利賀村方
面へ研究旅行
圧川 中学校に お い て音楽部の合宿訓練
引続いて 1 0 日 ～ 1 2 日 ま で 五 ケ 山 へ演奏
旅行
8 月 1 日 ～ 6 日
8 月 3 日 ～ 9 日
8 月 5 日 ～ 9 日













小寺教授 日 本海号に て 灘富
教授会、 職業補導、 小委員会、 学部運営委員
会
臼｜ 経 済 学 部
4 月 1 6 日
4 月 20 日
4 月 22 日














育英会本部、 近藤直人、 市川隆二、 横山
三男氏等来学
学生部畏、 補導、 厚生両課長、 中部地区
学生厚生補導研究会出席 （金沢〉
全国会計課長会議 （東大伝研〉
施設課長会議 （東京育英会） 26 日 ま で
萩野啓之助氏死去
北陸東海地区庶務課長会議 （静岡大学〉
28 日 ま で
京都大学名誉教授山内得立博士来学
安倍能成学習院大学長来学
富 山財務部給与監査西谷主計課長他 2 名
6 日 ま で
島 根大学早坂学長来宮
北陸三大学学長会議 （福井大学〉
文部省天城会計参事官来学、 1 3 日 迄滞留





















教授会、 職 業補導委員会、 国立大学薬学























8 月 1 7 日


















間接撮影腸パ ラ チ プ ス 予防接種










7 月 1 日 ～ 1 0 日 日 本学術会議、 第 5 期選挙人名簿縦覧






（工学、 教育、 文理 、 巡察〉
第 3 回評議会
吉 田助教授沖縄出張のため出発
司書教諭講習会開講式 （経済 2 番教室〉


















































文理学部を包設す る 大学の学長会議 （文
部 省） 1 8 日 ま で
月
7.k. 


















29 日 水 教授会
8 月 3 日 月 ～ 7 日 金 ボ イ ラ ｛ 技師試験準備講習会
20 日 木 白 木繊維機械学会北陸支部研究会
25 日 火 補導委員会
3 1 日 月 専任教授会
9 月 2 日 火 教授会
1 4 日 月 金属学会役員会
23 日 水 教授会
22 日
3 1 日
9 月 2 日
8 日
｜ 本 部 庶 務 日 誌 ｜
土 教育学部佐藤好孝講師離富










金5 月 1 日
第 1 7 号
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職 業 改 姓
！日 新
本 部 石黒 芳子 永森 芳子
// 千 田 富子 平林 富子
工 学 尊崎 静香 藤 田 静香
図書（本） 野村 貢 高尾 貢
。 （文） 太田 貞子 関場 貞子









図書 （本） 高尾 貢
。 （ 。 〉 関場貞子
新 任 者 住 所
文理 小笠原和夫
，， 早瀬智都子
// 中 村 良郎
イク 中 山 充
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特 別 寄 稿
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〈お こ と わ り 〕 次の原稿は前号に掲載すーべ き と こ ろ 、 係
の不注意のためにお く れて本号掲載 と な り ま した こ と 、 筆
者 （前図書館長〉 なら びに読者のお許 しを願い ま す。
品.... 守』
ヘル ン 関係文庫 の 充実
文理学部 平 岡 伴
本大学の ヘ ル ン 文庫は大正 1 3年 6 月 1 0 日 に設け ら れ 、 ラ
フ カ デ オ ・ ヘ ル ン 小泉八雲の 旧蔵書2435冊を お さ め て い る
が、 その他に開設以来集めたへ Iレ ン関係書が 320 冊あ る 。
八雲の 旧蔵書は学生に は閲覧を許 さ な いが、 教官の 方 々 に
は館内で、閲覧を願ってい る 。 こ れに対 し関係書の方は学生
に も 閲覧帯出 を許てい る こ と は普通の図書 と 同様であ る 。
へ fレ ン 文庫設立の趣旨か ら い えば、 こ の 関係書 を な る べ く
多 く 集めて お く こ と は大切であ る が、 要年にわた り こ の収
集を続け る こ と は困難であ り 、 現在 ま でに集った資料の量
｜ 即決 し て満ー も …なし 。 最近本館…
関係書を少 しで も 充実さ せ る こ と に 着 目 し、 次の三つの 目
標を立てた。
1 .  現在収集 さ れて い る へ fレ ン 関係書の分類を改善す
る こ る 。
2.  現在入手で き る 同関係文献を集め る こ と
3 .  新 し い分類に よ る 同関係文献の新 カ ー ド と 便利な
印刷 目 録 と を造る こ と 。
と の第二の 目 標に よ って文献を増加 さ せ る た めに専門図
書費の 中 か ら 二万円 の予算を計上 し て 資料の増加合計った
の であ る が、 それに よ って最近一年間に増加 した も の は
新購入書62冊 新寄贈書58冊
で、 こ の新購入書の中には ヘ ル ン のRomance of the Milk 
-y Wayの YJ版 （1 905） 、 ヘ ル ン の長男 小泉一雄氏の最新
著Re-echo ( 1 957) の よ う な重要な も の があ る 。 こ の新増
加書に よ っ て ヘ ル ン 関係文献の数は約 440 冊 と なった。
我国 に おけ る へ fレ ン 関係文献の集 ま っ て い る と こ ろ は東
大英文学研究室、 天理図書館、 松江の ヘ ル ン 紀念館 と わが
富山大学の へ ／レ ン 文庫で あ ろ う 。 こ の 中 、 天理図書館の収
集はパ ー キ ン ズ氏 の八雲文庫を買入れた も ので冊数約1 000
に お よ び 、 近 く そ の 目 録が世に 出 る こ と と 思 う 。 東大研究
室の はかつて雑誌 「英語研究」 に 発表 さ れた 「小泉八雲誌
」 に よ っ て そ の一部分を う かが う こ と がで き る が、 こ れは
雑誌で続 き 物にな ってい る ので書誌 と し て 使 う のに不便で
あ る 。 松江の紀念館のは 「小泉八雲 と 遺品」 と い う パ ン フ
レ ツ ト には約 500 冊があげであ る 。 一昨年出た昭和女子大
学の 「近代文学研究叢書」 第 7 巻に は年代順に した、 突に
く わ しい へ 1レ ン 関係文献 目 録が出 て い て非常に便利な も の
で あ る が、 こ れに よ っ て み る と 同女子大学に も 相当の コ レ
ク ジ ョ ン があ る も の と 思われる 。
さ て 、 こ れ ら の コ レ ク ジ ョ ン と 比べ る と 、 富大の へ ／レ ン
関係書は数か ら み て も 少い も のであって、 富大の へ Jレ ン 文
庫はやは り ヘ ル ン の 旧蔵書に よ っ て 代表 さ れ る ので あ る 。
し か し 、 そ の 少 い ヘ ル ン 関係書 も こ れを整理 し て 新形式の
カ ー ド と 便利な印刷 目 録 と を備 え る な らば、 参考文献 と し
て現在の それに数倍す る 偉力を発揮で き る と 信 じ る 。 し か
円ノι
報
も そ の印刷 目 録 も ただ文献 名 を並べた も のではな く て、 必
要な解説 を つけた も の を造 り た い と 考 え て い る 。 ど う かこ
の希望が実現で き る よ う に大方の理解 と 後援 と をお願い し
たい。
沖 縄 の 印 象
昭和 34 年 10 月 1 5 日
ては来 る べ き 東京 オ リ ン ピ ツ グを 目 標に 、 こ の優れた郷土 l 富
芸能を全世界に紹介すベ く 、 目 下関係者が猛運動を続け て l 山
い る そ う で あ る 。 ！ 大
沖縄に つ い て 語 る べ き 事は ま だ多 い が、 最後は本土復 l 学
帰 、 生活水準の向上な ど沖縄の将来に関 し 現地人の本土へ
の期待 と 要請 と が如何 に俄買！Jな る かを 伝 え て こ の報告を終
教育学部 吉 田 博 ｜ り たい。
今回図 ら ず も 夏季教員認定講習の講師団の一員 と し て南 1 義 宮 殿 下 に 随 伴 し て
国の島沖縄に出向 す る 機会を得た。 出発前の俄か勉強で多
少 の 予備知識は詰込んでいったつ も り な が ら 、 実際に現地
に足を印 し てみ て啓蒙さ れ る 事 も 多 く 、 私に と っては誠に
貴重な一 ヶ 月 間であった。
短期間の滞在ではあった が、 文教局の方々 の司到な る 計
画 と 厚意に よ り 、 南部 戦跡を始め 中北部の主要な場所は大
体見学す る 事が出来た 。 と く に 戦跡め ぐ り は極め て印象的
で、 かの Hひめゆ り の塔H を始め H健児の塔M 、 H魂鴫の
塔H な ど を詣で る につけ、 1 5年前の あ の苛烈 な死斗の状景
がホ ウ フ ツ と し て眼前に浮ぶ気が し て 、 目 頭 の熱 く な る の
を禁 じ 得なかった。 婦女子を含めた非戦斗員 の犠牲実に 1 5
万 と い えば、 そ の支払った代価の如何に大で あったか容易
に推測 し得 る であ ろ う 。 爾来1 5星霜今 日 見渡す限 り 青々 と
した 山野に は、 点在す る 碑や塔の外には当時の激戦の跡を
偲ばせ る 何 も の も ないが、 偶 々 。 魂塊の塔 。 の傍の叢の 中
に放置 され ていたー塊の人骨だけが、 過 ぎ し 日 の地獄絵の
一端を暗示す る かの よ う で あった。
寸 沖綜は暑いぞ m こ れは 出発前 も 滞在 中 も よ く 聞か さ れ
た言葉であ り 、 事実お義理に も 涼 しい と はい えないが、 気
温その も のは内地 と 比べて格段高い と い う 事はない。 一番
暑い八月 で も 最高気温は32～ 3 度位で、 こ れな ら 富山あた
り で も 時折経験す る 所で驚 く にあた ら ぬ。 結局沖縄の暑さ
は直射 日 光の 強 さ と 湿度の高 さ に よ る も の ら し し 、 。 今度の
滞在中八月 上旬は第 6 号台風エ ν ン の も た ら した降雨の為
涼 し く 、 ま た 中旬以降は移った下宿先が高台に位置 し て い
大変て涼風が絶えず吹 き つけ、 全 く 本土の秋 と いった感 じ
で全然暑い思いを しないで、すんだ。 皮肉に い えば今夏は沖
縄へ避暑に 出掛けた事に な る 。 台風 と い えば主直な所帰固
ま でにせめて一度本格的な ヤ ツ に遭遇 し た い と 念 じ ていた
が、 不幸 ？ に も 二度 と も 本島をそれて し ま い 、 肩すか しを
喰った恰好で、がっか り した。
滞在中沖縄独特の行事 と し て の も 綱引 き 。 と 寸 盆踊 り 。
（ー名 エ イ サ 戸 〉 の両方 と も 心ゆ く ま で、鑑賞出来た。 何れ
も そ の会場が偶々 私の講習地 と 一致 した関係と と く に仔細
な観察が可能に なった。 名称か ら判断す る 限 り 何の変哲 も
な いが、 そ の実態はわれわれの常識を造かに超 え た も の
で、 前者は直径70糎 ぐ ら い の 巨大な綱を用い て の町 ぐ る み
のお祭 り 行事であ り 、 後者は全硫 コ ン ク － 1レ の 名 で、 精選
さ れた少数チ ー ム に よ る 一大 デ モ ン ス ト レ イ ジ ョ ン で あっ




立 山 の 自 然 を 探 る
文理学部 植 木 忠 夫
筆者 、 殿下あ そ こ が雄山の頂上で ご ざい ま す 。
義宮 、 ああ そ う ！ ／／ 立 山ーの越に て 。
（右は小山 内学友〉
義宮 さ ま には、 さ る 7 月 27 日 夕方宇奈月 温泉に ご到着、
翌28 日 には濃縁の黒部峡谷美を楽 し ま れ、 29 日 は広貰堂 ご
見学のあ と 富山大学文理学部に御成 り 、 生物学教室で林良
二博士 ・ 久保和美助教授 ・ 堀令司博士 ら か ら ヒ ト デや メ タ
カ の分類発生に関す る 講義や実験を お受けに な られた。 そ
し て 同 日 午後か ら 8 月 1 日 ま での 4 日 間立山の 自 然を探 ら
れ る ため、 高山植物の咲 き 乱れ る 弥陀 ヶ 原高原へ と 向われ
弥陀 ヶ 原 ホ テ ル に ご 3 泊 な さ れた。 筆者は こ の間ずっ と 登
山や昆虫採集な ど に随伴申 しあげた の で 、 そ の 思い出 を簡
単に記 し て お き た い 。
一行は殿下のほかに学友小山 内突氏 （京大、 理、 動物学
教室〉 、 村井 ・ 森岡 ・ 今井の 3 侍従職、 向後侍医 と 4 日 間
の随伴者木津富山県山岳連盟会長 、 県の杉木秘書室長 と 筆
者 な どで、あった。
午後 1 時35分電鉄富山駅発の特別列車内には県の近藤総
務部長 ・ 佐藤助九郎氏 ・ 牧野平五郎氏 ・ 市川茂吉郎氏 ・ 高
橋良大郎氏な ど も 同席 さ れ、 みな キ チ ン と 背広 ネ ク タ イ 姿
で威儀を 正 し て お ら れたが、 筆者は すでに 文理学部長室に
お い て正式の ご紹介がす ま さ れて い た ので独 り 気楽な登山
姿で乗車、一寸気 ま ずい思いを し て い る と こ ろ へ、佐藤氏の
朗 ら かな再紹介に よ っ て殿下の隣席に座 ら せ られ、 立山 の
動物や 7 湖沼の話な ど を 申 しあげてい る う ち千寿ケ原駅に
円，ι
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ご到着、 同駅で、は下山途中の小学生 ら が義宮 さ ま に 偶然会
えて大喜び 寸 行っ て い ら っ しゃい 。 と かわし 、 ぃ 声で見送 ら
れたのに対 し ニ コ やかに ごあい さ つ さ れ て お ら れた 。
ケ ー フ· ,v か ら さ ら に 1 5 キ ロ の 立山道路をパ ス で弥陀 ヶ 原
ホ テ ノレ へ向 われて 、 午後 4 時半お着 き に な っ た 。 途 中 滝 見
台で しば し下車 さ れ、 日 本ーの称名 滝の絶景を眺め ら れな
が ら 。 あ そ こ に は ヒ ダ サ ン シ ョ ウ ウ オ がい ま す か 。 と のお
たずねがあ っ た の で 。 滝の上に も 下に も ハ コ ネ サ ン シ ョ ウ
ウ オ がい ま す 。 と お答え し てい る と き 、 あたか も ウ グ イ ス
が さ えずった ので、 。 立山 町二 ウ グ イ ス は関西弁で鳴 き ま す 。
と ご説明申 しあげ、 関東弁 と の鳴 き 方の地方差を実演 し て
みた と こ ろ 大へんお笑に な ら れた。
弥陀 ケ 原 水 テ ル の ベ ラ ン ダでは、 主 と し て カ モ シ カや ラ
イ チ ョ ウ な ど の 習性につい て ご説明 申 し あげ、 そ の保護や
観光のあ り かたについ て の 意 見 を述べた と こ ろ o それは よ
い考えだ と 思い ま す、 ぜひ実現で き る よ う 努力 し て 下 さ
い 。 と の お言葉があった。
30 日 は午前 7 時に ホ テ ル を ジ ｛ プで ご出発、 天狗平の大
谷雪渓前で下車 された と こ ろ 、 雪渓上に は イ ワ ヒ バ リ の親
子ずれか群れ、 み空ひば り な ら ぬ天然、の美声で殿下を ご歓
迎申 しあげたの に カ メ ラ の シ ャ ツ タ ー を盛んにお切 り に な
って答え ら れた。 カ メ ラ 〈ぺ ン タ ッ ク ス 〉 の ご操作は始め
ら れたばか り ら し く 小山 内氏が手を と っ て コ ー チ さ れてい
た。
室堂か ら ー ノ 越小 屋で ご休憩の さ い 、 富山県石動町 名
物の 寸 薄氷 グ がでたので、 こ れは菓子類の分類か ら いた し
ま す と セ ン ベ イ 科に属 し ま す と ユ ー モ ア を 申 し あ付Zた ら 、
たいへんお笑いにな ら れた 。 三 ノ 越付近 の陛下の 。 立 山 の
お歌 。 の歌碑前 で ご小憩．のお り に は、 そ こ に 生 え て い た タ
カネツ メ ク サ と イ ワ ツ メ クサの相違につ い て ご説明 申 し あ
げた 。
雄山頂上では、 こ の 日 絶好の快晴に め ぐ ま れて映ゆ る 薬
師 ・ 笠 ・ 野 口 五郎 ・ 御岳 ・ 穂高 ・ 槍 ・ 浅間 ・ 白馬そ の他の
峰々 の雄大 な眺めに大満足の ご綾子、 据えつけ ら れたばか
り の A B C テ レ ピ 、 ト ラ ン ジ ス タ ー カ メ ラ に おはい り に な
ら れ て 、 社務所で ご昼食、 後 さ ら に立山 の尾根を ご縦走、
大汝 山が301 5mで裏 日 本一の高山の よ しを 申 し あげればわ
ざわ ざ岩上に立たれ カ メ ラ に入 ら れた。 それか ら 真砂岳、
別 山 を経て剣御前小屋か ら 雷鳥沢 p地獄 谷へ下 られ、 ミ ク
リ ガ池では 日 本一 の高山湖 と し て の諸条件に つ い て ご説明
申 し あげ、 宿舎の ホ テ Wにお着 き になったのが午後 6 時 5
分。
31 日 は ご朝食後、 午前中は ホ テ ル付近か ら ーの 越 方 面
へ、 午後は美松坂を一気に天狗平へ 、 そ れか ら 引 き かえ し
て 旧 道あた り を プ ラ プ ラ と 捕虫網を片手に の び の び と 蝶 を
主 と す る 昆虫 の ご採集を遊ば さ れた。
集め られた も のは 〈ム印山地性、 0印高山性、 他は平地
性〉 オ オ チ ヤ パ ネ セ セ リ 、 モ ン キ チ ョ ウ 、 C ミ ヤマモ ンキ
� -r 
チ ョ ウ 、 Oアルプスモ ンキチ ョ ウ 、 モ ン シ ロ チ ョ ウ 、 ス ジ
ク ロ シ ロ チ ョ ウ 、 ミ ド リ シ ジ ミ 、 ベ ニ シ ジ ミ 、 ミ ド リ ヒ ョ
ウ モ ン 、 ア サ ギ マ ダ ラ 、 ムオ オ ウ ラ ギ ン ス ジ ヒ ョ ウ モン 、
O ク ジャク チ ョ ウ 、 ／レ リ タ テ ノ、 、 ム ヒ メ キマ ダ ラ ヒ カ ゲ、
キ マ ダ ヲ ヒ カ ゲ の 1 5種の蝶 と 、 甲虫の、 O トホシハナ カ ミ
キ リ 1 種で、あった 。
こ の 日 、 夜の ご会食に招かれ て、 木津氏 と 筆者は殿下の
左右に 同 じ 長椅子内に こ しかけ、 宮 さ ま の お酌で大いに ピ
ー Jレ をすすめ ら れ、 食膳の立山産地衣類の イ ワ タ ケの酢の
も の の話か ら 、 ゲ テ モ ノ や イ カ モ ノ の話に な り 、 宮 さ ま も
カ ミ キ リ ム シ の幼虫 テ ッ ポ ウ ム シ や ヤ ド カ リ イ ソ ギ ン チ ヤ
夕 、 フ ジ ツ ボ 、 カ メ ノ テ そ のほ か も ろ も ろ の も の をめ し あ
が ら れた 興味ふかし 、経験談を承 り 、 独唱や詩吟な ど さ ま ざ
ま の余興 も 出 て、 宮 さ ま の マ ラ イ 語 。 ジ ヤ ン ガ ン ／レ ー バ
ー 、 サ マ ー サ ヤ ク が飛びで る な ど い と も 和やかに楽 し く 時
の過 ぐ る の も 忘れた次第。
8 月 ！ 日 、 連 日 の好天気に め ぐ ま れた義宮 さ ま には黒々
と 陽やけ さ れて 、 初めての ご登山に体力に対す る 充分 の ご
自 信を得られ、 無事お元気に て富山市にお帰 り な ら れた 。
さ ら に呉羽山お野立所にお上 り に な り 、 中 田町 の 共 栄 製
薬 ・ 高岡市の北陸銅器な ど を ご視察の 上石川県和倉へ向 わ
れた。
塩谷孝治郎氏 ほ か の 退職
さ き に も 高れい の た めに辞職 さ れ た 方 々 が若干あ っ た
が、 4 月 30 日 時を も っ て 同 じ 理由 で 6 名 の方々 が辞め ら れ
た。 こ こ にお 名 前 と 勤続年数を掲げて、 多年の労を感謝す
る と と も に、 今後 と も い よ い よ ご健勝で 自 適 さ る る こ と を
お祈 り す る も のであ る 。
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